
様式第９号（第 13 条関係） 

事 業 実 績 書 

 

１  事 業 名  食農教育を柱とした『いのちの広場』プロジェクト 

２  実施期間  令和７年５月１２日 ～ 令和８年２月２８日 

３  事業内容 

①事業の目的・概要 

本事業は、不登校やひきこもり状態にある子ども・若者及びその家族、複雑困難な問

題を抱える人が地域の中で孤立しない環境を育んでいくための仕組みを作ることを目的

として、「理解促進」「体験機会の創出」「継続的居場所形成」の三段階で実施した。 

単発的な取組にとどめるのではなく、理解から体験、そして継続的な関係形成へとつ

ながる流れを意識しながら展開した。 

 

②事業の流れ等 

（１）理解促進のための取り組み                   

・『AI×I×AI わたしをまとうブルーステージ』 １回開催 参加人数１４５名 

・心の居場所勉強会 １回開催 参加人数２５名 

不登校やひきこもりに対する理解を深める機会を設け、地域住民・保護者・関係者が

それぞれの立場でできる関わりを考える契機になった。 

（２）体験型活動の取り組み 

・ないしょの広場（個別支援を含む）５７回開催 延べ参加人数６６名（実５世帯） 

・サンセットファミリーデイキャンプ １回開催 参加人数３８名（９世帯） 

・ボードゲーム祭典 １回開催 参加人数３２名 

食や遊び、体験活動を通じて、子ども・若者が役割を持ちながら安心して参加できる

環境づくりを進めた。 

（３）継続型居場所『いのちの広場』での取り組み 

 定期開催（毎週月・火曜日ほか） 

・クッキング広場 ２９回開催 延べ参加人数２１１名（実５２名） 

・トライ広場   ３７回開催 延べ参加人数２１７名（実５０名） 

イベントや体験型活動、継続型居場所等の様々な取り組みを実施したが、対象とする

不登校やひきこもり状態にある子ども・若者及びその家族、複雑困難な問題を抱えて

いる人の新たな参加につながらなかった。 



③成果・効果 

本事業の目標である『地域の中で孤立を生まない環境づくり』に向け、以下のような

成果が確認された。 

本事業の成果は、実施回数や参加人数のみならず、地域の中に『いのちを尊重し合う

関係性』の基盤が形成されつつあり、今後もこの基盤を大切にした取り組みを継続して

いく。 

（１） 理解の深化 

『AI×I×AI わたしをまとうブルーステージ』のイベント及び心の居場所勉強会参加

者からは「子どもの見方が変わった」「当事者理解が深まった」との声が寄せら

れ、地域における意識の変化が見られた。 

（２）行動変容と継続参加 

体験型事業参加後に継続して『いのちの広場』へ参加する事例が確認され、単発参

加にとどまらない関係形成へとつながっている。 

（３） 安心できる居場所機能の形成 

参加者からは「家以外に安心できる場所ができた」「ここなら自分のままでいられ

る」との声があり、安心できる居場所としての役割を果たしつつある。 

（４） 地域内連携の推進 

県民局事業として実施したことにより公共性が高まり、教育・福祉・地域関係者と

の連携が進展した。 

 

④今後の課題・展開等 

・不登校やひきこもり状態にある子ども・若者の実態把握が進んでいない状況である 

 が、学校や関係機関との連携をさらに深め、地域の資源の一つとしての理解を進める

とともに、内容を充実させる必要がある。 

・外出できない不登校やひきこもり状態にある子ども・若者に対する支援については、

対象者やニーズの把握に至らず、AIを活用した個別支援プログラムの開発・提供等の

取り組みを展開できなかった。展開する上では、行政や関係機関との連携が必要不可

欠だと感じる。 

・井笠圏域には井原放送との連動により mimoza の活動を発信し、不登校やひきこもり

の人への理解を深めることにつながったが、備中地域への波及に至らなかった点は反

省点である。 



・次年度も本事業の補助金等を活用し、「理解促進」「体験機会の創出」「継続的居場

所形成」の事業を継続することで、地域の理解を進め、持続可能な体制づくりを目指 

 す。 

 

⑤県民局との連携による効果 

県民局との連携により、活動の公共性と信頼性が高まったことで、井原放送との連動が

進み、井笠圏域へ広く mimoza の活動を発信でき、不登校やひきこもりに対する地域理解

の促進につながった。 
行政との協働を通じて、福祉・教育・地域づくりの分野が緩やかにつながり始めている。 

 

４，参考事項・資料 

   写真（データでも提出すること）事業全体の５分 DVD 作成（大容量データ提出済） 

 いのちの広場活動 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AI  ×I×AI  私を纏うブルーステージ 

  

 

 

 

 

 



AI  ×I×AI  

サンセットファミリーキャンプ  ボードゲームの祭典    心の居場所勉強会 

 

 

 

 

 

 

 

   当日資料：①いのちの広場   別添パンフレット①参照   

        ②AI  ×I×AI  （１）私を纏うブルーステージ 

                  別添パンフレット②参照  

               （２）・サンセットファミリーキャンプ 

・ボードゲームの祭典 

                   ・心の居場所勉強会 

                  別添パンフレット③参照 

   アンケート結果 他 

    アンケートは、「私を纏うブルーステージ」と「心の居場所勉強会」のみ実施 

                    別添アンケート様式④参照 

＊（１）AI  ×I×AI  「私を纏うブルーステージ」記述感想（順不同） 

・プログラム全てよかったです ミモザ最高 

・全部よかった ・備中大納言のたい焼き食べたい 

・みなさんがとても積極的に参加されていることに頭が下がります。もっともっと多くの方の参加
がありますように。おつかれさまでした。ますます活発な活動となり広がっていくことをいのり
ます 

・なんこさんのトークショーがよかったです・いろいろな人たちの声を聴けて良かったです 

・トークショーがよかった・自分の安心できる居場所に出会うことが大切だと思った 

・不登校の体験談を聞くことがたいへんよかった・トークショーがとてもよかったです 

・実態を十分に知る必要があると思った 

・不登校・ひきこもりの人が一歩踏み出すきっかけをしるような会に参加したい 

・とてもよかったし必要性があるイベントだと思う。教育関係の人に頑張ってもらいたい 



・不登校について知ることが出来た・不登校の子の体験話が印象的だった 

・不登校の子に会いたい・この会に来てよかった・すべて印象的だった 

・仕組みづくりが必要だと思う・これからの企画に参加してみたい 

・なんこさんのお母さんのトークで不登校子どもについての接し方が印象的だった 

・PR がもっと必要・今日のような催しに参加したい 

・知らない世界だったので今後関心を持とうと思いました・なんこさんの話が印象に残った 

・あずきが美味しかった。ごちそうさまでした・体験談が印象的 

・家族関係や経緯についてもっと知りたい・今の生きづらさって何なのか 

・実話が聞けてよかった、ハル君の成長が見れてよかった 

・不登校には終わりがなく期限がありません。大変です。 

・子どもたちの気持ちを理解することが必要だと思う 

・子どもたちの明るい前向きな姿に感動しました 

・はると君 良かった 良いほうに繋がって 良かったね 

・変わろうとしないと何も変わらない 本人より周りが変わることが大事 

・内容がどんなものなのか案内だけではわかりづらかった 

・不登校 本人にも問題はあると思うが、学校（行政）問題ないの 

・周りの理解と人の力を借りる勇気が必要・気軽に参加できるイベントをやってほしい 

・どれもすごくよかったです 

・関係者の方は大変だろうと思いますが今後も続けてください 

・ファッションショーの体験談・トークショーが印象に残った 

・実際の体験談をお聞きでき感動しました・体験ブースもあり楽しんで参加できました 

・なんこさんとお母さんの体験談がとても勉強になり心に残りました。忘れずにいたいと思いま
す。 

・スタッフの方が楽しく活動されていることが印象的でした  ・全部よかったです 

・なんこさんとお母さんのトークショーは具体的にお話いただいてとても参考になりました。不登
校児を楽しく過ごす 

・地域・家族の理解が大事・不登校を復帰した話が印象に残っています 

・子どももそうですが、親の支援も大事だと思っています。NPO（笠岡ハーモニーネット）の親の
居場所を立ち上げ１５年くらいしています。助けてと言える事が、言える社会がいいですね。と
てもよく考えた企画だなと思いました。 

・不登校児が身近に多数居ることの驚き。モデル当事者が自分の言葉で伝える勇気が印象的 

・親子・親族の関わり方・地域のかかわり方・子どもの心情そして学校のサポートが必要 

・子どもたちが子どもらしく育つ環境のテーマの企画に参加したい 



・大勢の人の集結により盛大に行われ素晴らしい 

・会場の雰囲気でステージもトークショーも全てが素晴らしかった 

・相談できる場所や信頼できる人の存在をもっと知ってもらうことが必要だと思う 

・たくさんの人の協力があってあれだけのことが出来たのだと思います。関わらせてもらったこと
に感謝です。 

・すべてのファッション経験談もよかったです。トークショーもとてもためになりました。 

 親の一言で子どもの心が前向きになっていくこと。本当に勉強になりました。 

・ひきこもりのサポート体制が知りたいと思いました 

＊（２）AI  ×I×AI  「心の居場所勉強会」アンケート集計 ３８人分  

◉年齢  10 代：２名 ・ 30 代：８名・  40 代：５名・  50 代：４名 

  60 代：７名 ・ 70 代：10 名 ・８０代２名 

 ◉お住まいの市町村  井原市２４名 笠岡市１１名  浅口市１名 高梁市２名 

◉本日のイベントをどこで知りましたか？ ３６名チラシ 知人の紹介 ２名 

 ◉イベント全体の満足度を教えてください とても満足 ３８名 

【別添資料】 ①いのちの広場 （A4 両面印刷）    ②私を纏うブルーステージ  

 

 

AI×I×AI 

チラシ.pdf
 

 

 

   

③ サンセットファミリーキャンプ・ボードゲームの祭典 ・心の居場所勉強会 

いのちの広場3プロジ

ェクトチラシ.pdf
 

 

④ アンケート様式     

AI×I×AI参加者ア

ンケート.pdf
 


